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公
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ン
ス
　

　
三
方
良
し
の
公
共
事
業
推
進
研
究
会
︵
小
野
貴
史
理
事
長
︶
は


日

地
域
建
設
業
新
未
来
研
究
会
と
の
共
催
に
よ
る
﹁
三
方
良

し
の
公
共
事
業
推
進
カ
ン
フ

レ
ン
ス
﹂
を
札
幌
市
の
札
幌
エ
ル

プ
ラ
ザ
で
開
い
た

２
０
０
７
年
５
月
の
北
海
道
で
の
初
開
催
か

ら
全
国
展
開
し
て
き
た
今
回
は
﹁
日
本
人
が
培

て
き
た
三
方
良

し
の
社
会
全
体
最
適
の
新
た
な
姿
を
探
る
﹂を
テ

マ
に
設
定


会
場
を
埋
め
尽
く
す
約
２
７
０
人
が
来
場
者
し
た
‖
写
真


　
冒
頭

小
野
理
事
長
は
﹁
災
害

が
多
発
す
る
な
か

調
和
を
基
本

に
公
共
事
業
の
本
来
の
目
的
で
あ

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
地
域
の
方
々

に
提
供
し
な
が
ら

人
を
育
て
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
し

た

第
２
ス
テ

ジ
と
し
て
北
海

道
か
ら
新
た
な
ス
タ

ト
を
切

り

次
の
日
本
の
も
の
づ
く
り
を

担

て
い
き
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ

し
た

来
賓
の
秋
元
克
広
札
幌
市

長
は

持
続
可
能
な
施
設
を
維
持

す
る
公
共
事
業
の
重
要
性
を
強
調

し

水
島
徹
治
北
海
道
開
発
局
長

は
﹁
受
発
注
者
が
コ
ミ

ニ
ケ


シ

ン
を
と
り

双
方
が
必
要
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
に

も

労
働
環
境
の
整
備
な
ど
働
き

方
改
革
に
一
層
取
り
組
ん
で
い

く
﹂と
参
加
者
に
協
力
を
求
め
た


　
基
調
講
演
で
は

元
ト
ヨ
タ
自

動
車
取
締
役
技
監
の
林
南
八
氏
が

﹁
生
産
現
場
以
外
に
も
活
用
で
き

る
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
本
質
﹂
と

題
し
て
持
論
を
展
開
し

建
築
工

事
現
場
で
一
括
搬
入
し
た
資
材
に

つ
い
て
﹁
分
岐

合
流
地
点
の
滞

留
の
見
極
め
が
必
要
﹂
な
ど

現

場
管
理
の
重
要
性
を
訴
え
た


　
事
例
紹
介
で
は
前
札
幌
市
立
屯

田
小
学
校
校
長
の
新
保
元
康
氏
が

﹁
小
学
校
で
社
会
資
本
は
ど
う
学

習
さ
れ
て
い
る
の
か
﹂
を
テ

マ

に
発
表
し
た
ほ
か

伊
藤
組
土
建

の
斎
藤
直
樹
土
木
部
工
事
課
所

長

一
二
三
北
路
の
多
田
真
土
木

工
事
部
次
長
ら
に
よ
る
働
き
方
改

革
や
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た


　
パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ

ン
で

は

北
海
道
開
発
局
の
倉
内
公
嘉

建
設
部
長

新
保
校
長
と
ゴ

ル

ド
ラ

ト
ジ

パ
ン
の
岸
良
裕
司

氏
が
﹁
働
き
方
改
革
と
生
産
性
向

上
の
ジ
レ
ン
マ
﹂
を
テ

マ
に
課

題
解
決
に
向
け
意
見
を
交
わ
し

た

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